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饗　　欝

　本調査は大内炭鉱（宮城県伊具郡丸森町大字大内字佐

野）の稼行炭屠中紅ウランが含有麟！、ズいるという情報

紅接して，澱57年㊤捻月瓢錨／紬絹紅わたつて行駄わ

れたもので，琢行炭層ならびにこ二れを挟有する中新統

く厚さ濾G～3濁搬）¢）放射能強度を調査することを縁的

とuてい葛。

　本地域の含炭膠隷中新統の下部にあ鷲）て，嫁行炭層

〈掲炭）は虜丈驚叡〕m，炭丈隻（x）（｝mのもの三層で，基盤

ぴ）花闘岩（おそら、くジ慧ラ紀後鈴貫入）、／二数沁搬！こ賦

存し，数枚ぴ）褐炭質泥岩および凝灰岩の爽み噺挾講t．で

いる。

　大内炭鉱の坑内！lz二叢虻け鷺羨脚糠二，最大カウント数が

自然計数融§倍（U3犠○、総魑の　のものを認めた、カ

ウント数び二〉多い部分は炭層¢）中一下部の褐炭蛎褐炭質泥

岩および凝駿岩の互層（厚さ約繍鵜i）中に存在するが，

連続惚こ乏しい。

　癒お，今回の調査紅よつて，大内炭鉱事務所懸方約

鷲○難の炭鉱専用道賂沿・いの溜岸段畿崖に露出していそ・

厚さ約鶏○£mの褐炭質泥岩層（稼行炭屠の約鎗雛下位

紅あつて，礫質砂岩・砂岩・流岩を挟霧）中に，自然計

数の約撮借（U3〈〉漣。O擁駕）の値を示すものを発見し

たが，このヵウント数の多い部分も憲た水平的・垂直的

に連続性に乏しい、

本地域のゆラン鉱床濾，基盤の花網岩類中¢）ウラン分

が地胤“F水に溶けて中新統の砂岩中を流動し，有機質分癒

多量麺含む褐炭麟や褐炭質泥岩層中に沈着して形成され

たものと考えられるが，今後の研究によつてさら範これ

を究明しなけれ轍ならない。

上記“）稼行炭層および褐炭質泥岩層はかなりの広がり

をもつて発遠しているが，今麟の調査では上記2ヵ所以

外に綱異常つと称し得るものを認めることができ裟試かつ

た。今後さらに詳細な地叢調査を行なうととも蔦試錐

（放射能検層を伴なう）によつて，煮れら両層ぜ）深け部

を探査す鵜必要があると考えられる．

薯．緒　鷺

欝鑓年のi月，東北大学選鉱製錬研究所岡好良教授・

菅野、卓治助教授および宮本正俊氏によつて，併具含炭地

内の大内炭鉱」二糠行炭層中に，U3（》8を癖．○糖％含むも

ののあ恐ことが，第お郵原子カシンポジウムにおいて報

木調査は19萄年以来実施している当所核原料物質調

査事業偽一環として，上記の報告麺墓づいて，大内炭鉱

sむ一（誌騰）
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およびその周辺における主として禽炭新第三系中の放射

能強度の分布状況について霞周査することを熱約としたも

ので欝ig解年慧月51三1から同月驚薩iにわた沿て実施

された、使用した測定器は医理学研究所製の欝（ン駐欝

型と亙〉CヂV型の篇種で，いずれも大内炭鉱事務所前

における計数値，す毒わち前者においては窯翫即灘，後

者では○．雛難1慰声を一応輿然数値とみなした。

　なお，実際の測定に際しては，Dc一一P職型の場合／轡こ

ガイガー管）窓と測定対象物と｛乳）問隔を，三脚を使用し

て欝£mに保ち，難CヂΨ型器の場合は測定器を対象

物に密着させて測定した．

　なお本文舛¢調査資料！爵1式て鍵年嚢月沫理、在で誇る

　本調査にあたり，種々御教示をたまわつた岡教授・菅

野助教授，および調査期間中終始御協力くださつた大内

炭鉱の方凌に深甚の1謝意を表する、

黛．位置および交通

調査地域は紬台の南方およそ蕊k罵，福島県との境界

近くに位し，丸森晦の大内をほぼ中心とすξ）東西約7

k猟，南北およ獲鷺鰍騰の面積を占謹る　（．欝工図）．

大内炭鉱に至る範は，紬台・丸森・中村を結ぶ脳鉄経

営の乗合バ熟を利用して大内部落で下華し，それより南

に向オつて徒歩約30ケミ3同炭鉱に達す恐もの払調査

当時開通間近か・た中村・角縢を結ぶ園鉄乗舎バスを利

用するものとがある。鏑藩が午荊・午篠いずれも鷺往復

し，後老t質三1購1復轟予定陵　』本地域の交通鐙便

韓比較的良好である．

箏．織　 懸

　調査地域は阿武隈山地融北繍一続く高賑30（搬ま内外び

丘陵地帯で，そ◎北限は陣斌隈川によつて貨蝶れ蚤宮城

　　　　　　　　　至
　　　　　　　　　鶴
　　　　　　　　　難．

　　　　　　　　上
　　一轡野

，ミ麟 il懇

・福島県境の山嶺に源を発しで北流す恐辮子尾癩および

丙川の2水系（いずれも醐武隈川の支流）続よつて適度

鵜開謹鋒されている崇

轟．幾　 質

調査地域の大部分を露める含炭新第三糸は雑子尾川お

よび丙用の流域に分布し，ジ魑ラ紀膚と花闘岩類とを基

盤にしている．

　ジ満ラ紀暦は砂岩を主と／．、て頁岩を従とす恐互麟で，

諸所に石茨岩をレンズ状に挟有し，地域の東縁部紅おい

て南北1・遵よる由稜を構成している。

花醐岩類は主として雑鮮護州本流以西5）丘陵靴分布

し，諸所に斑岩および働．1．i結紅岩脈によつて貫かれてい

播。本岩類とジユラ紀麟と（羽調係は詳かでないが，貫入

関係にあ1ものと一般に考えら漏ているようで爵恐．

本地域の新欝三系は小岩井隆ら鷺）に激れレこ貸，下泣かっ

下部層・含炭屠鱗部層お㌶1ζ上部層瓢罐分ミされ，その

地質時代は中新世鵬）と」，，よされ．ている（第2，第3図）静

　竿部欝隔　礫旗、と花醐岩質の砂岩を主とし，　　瞬

および頁岩を辣有する．岩質の変化がきわめて著しく・

偽層産、一武り発達しでいる．厚さ嬬倉～鋤○瓢であ嶺。

　禽農騰1　仙禽市地域轟名取麟鮮下部の槻木麟（下部

中新1蜀紅該薮するとみなさ鯛ごい零諮．礫岩・砂岩・

頁岩お♂寝凝灰岩か続轟　）厚さ約50が）の地麟で，褐

炭層と撰質泥岩を挟有する、、

　中都欝〉主として淡緑灰色　疑双質泥岩からなり，

その厚さは難～婁Omでξ錦る。

　上蔀麟麟厚さ約篶懸穀簸轡と砂岩と吟互麟で，凝

灰讐お、1、び凝灰貫頁審を挟有し，海駿疑化石を隔峯む。

　．1菰記）新第三系は南北お点び携、西爾方1蓑解藤条）断層

にょって｝数の地塊に分割されていギ。部分的ぬかなり

擾乱きれている箇所もあるが，大体において南北性グ軸

登も二）ゆるやかな王背余／慧向斜か鳶な篠蓋つ‘う複：r司余ト構

造を形成してい導、，

5．炭　 腰

調査地域に；1け恐稼行燦層は」記禽炭1欝執こ介在す恐

烹層で，調査器1時微行ri穆鉱亀大内南方の佐野におけ

る大内炭鉱，青茱薦方の i二野原炭鉱　（以蚤二雑子／i謝1腕

域）と，丸森南方の東向および上滝にある丸森炭鉱（丙

揖東岸）の3炭鉱で，いずれもそれらの規模は小さい

（図版！～3）。

炭層は各稼行区域で山丈蔦御m内外であるが，泥質

岩および凝茨暑の弊みがか1寮）多く，その炭丈1憩○£灘

内外で～鑓〉（第誌図）¢

綴一…（藁8烹）
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てミぜ・る、、こ勲，蓉のうす　　　く1、二欝しいし機、蝶野一牽驚慣区

辮瞬ゾ．｝こfけ導蓬行炭／轡隔1ぐ薩、（｝燃1な外に存在㍗1“訴墜さ約薫瓢
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している褐炭璽泥盤1誓馨び欝引灘）1』．離に

す鵜、1こ・　こ多擁⊆地．ゴ或の脅シこ鐘辱牽ぎ／辱つであ馬’

　伊、駄奮炭地産の1蕎炭1鑑いずll薩｝ぞ馨．蜜1鵠烹褒〉に属

し，象1も瓢地罵呈｝中小．1　めrlξイ　　ー購な1　　こ一一纏

授馨の瞬許欝房用瓢僚／彗さ，1ゼごい葛。、

　　　　　　　　　ξ．　㌻撃ン鉱床

　6．壌概　説
　嫁蟻糊慕蚤に津、残ゾぞ1、ll，三／三シ乱し斐ソ編撮1‘部壕客烹怯淳鈍つ舞姦避／翌／ll

東！瑚と，1丸森淡鉱訂中心　
』
・
1
誉 1糟疏域とにつ1ず・て，主

としご含灰い新統融放射1蕪強度、勤測定Lた（第濤図艶第

藷，第婁表・〉戟

　その結鞍，碁C一餅蝦型器によ恐基盤岩膚窃膝1数鄭一虐

石灰岩の○．88を除いて薫，3～薫，難を示1㎡，，中新統の堆積
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